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除・排雪奉仕活動除・排雪奉仕活動除・排雪奉仕活動
アクティビティ紹介

　２月19日（木）午前11時～12時30分にかけて、会員10名と除雪重機と車両２台更に町役場地域整備課長、
課長補佐の応援を得て雪の壁で見通しのきかない危険交差点の除排雪を行いました。きれいになった交差
点を見て交通安全に寄与できるものと、爽快な汗をかきました。

　私達、米沢中央高校科学部は昭和44年の創部以来、現在に至るまで45年間、一貫して河川や湖
沼など「水」をテーマに活動してきました。特に「最上川水系における水質調査および環境保全活
動」については、源流域ならびに上流域の研究を創部と同時に開始しました。その後、最下流域の
酒田まで調査範囲を広げ今日にいたっています。
　まず、最上川の水質について、COD（化学的酸素消費量）濃度をもとに考えてみます。COD
とは試水に酸化剤を加えて含まれる有機物（汚れ）が酸化される量を測定したものです。CODと
有機物の間に厳密な関係はありませんが、有機物が多いほどCODが高くなる傾向があります。汚
れの目安はCODの値によって以下のようにまとめられています。
　
【汚れの目安】
０mg／ℓ　　　　　　　汚染のないきれいな水
１mg／ℓ以下　　　　　きれいな渓流　ヤマメ、イワナがすむ。
１mg／ℓ～２mg／ℓ　　雨水
２mg／ℓ～５mg／ℓ　　少し汚染されている。ただし、生活廃水や工場排水の流入がない河川でも、

落葉や水草の分解で１～５mg／ℓ程度になることもある。
２mg／ℓ～10mg／ℓ　　河川の下流の水
３mg／ℓ以下　　　　　サケ、アユがすめる。
５mg／ℓ以下　　　　　比較的汚染が強いコイ、フナがすめる。
10mg／ℓ以上　　　　　下水、汚水

第２Ｒ２Ｚ川西山形ライオンズクラブ　会長　Ｌ．高橋　　忠

最上川水質調査・景観について　その１
米沢中央高等学校

※最上川水質調査・景観については３回に分けて掲載致します。
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《上山型クアオルト“健康ウォーキング《上山型クアオルト“健康ウォーキング”》”》《上山型クアオルト“健康ウォーキング”》

　去る27年２月11日第６回山形県留学生日本語スピーチコンテストが、332－Ｅ地区第１Ｒ２Ｚ山形霞
城ライオンズクラブ、（会長　Ｌ．高梨俊一）主催により開催されました。
　ご来賓を代表し、332－Ｅ地区ガバナーＬ．堤孝雄の参加者への激励と御礼の挨拶があり、中国、台湾、
韓国、モンゴル、ラトビア、アメリカ、ロシア、タイ、ホンジュラス、エストニアと世界各国より山形県
に留学している学生の中から、選抜された12名の留学生が、「私の日本発見」を題材に一人あたり約10
分程のスピーチを日本語で披露しました。
　留学生たちの発表の中には、日本文化や、漫画による影響、スポーツや日本食を学びたい、また機械技
術を修得したい、日本国にあこがれ、好奇心をもって留学している方が多く聞かれ、日本をもっと知りた
いとの想いから語学勉強し、私たち日本人も普段使わない難しい単語をとりいれ、とても流暢に発表して
おりました。
　優勝には、山形大学所属ラトビア出身のエレナ・ストルコヴァさんの「人の手をつなげる人間関係」が
選ばれ、多くは国の文化の違いや、日本に来て困ったこと、良かったこと等がありました。また、日本に
来て最初に驚いたのはトイレの便座が自動や暖かいことに驚いたって言っていましたね。（笑）
　後半には、会場に200名以上の一般参観者や関係者に、各国の歌や民族舞踊、民族楽器によるパフォー
マンスも披露していただき、和やかに行われました。
　私は、ライオンズクラブの活動をとおし、地域社会の生活、文化、福祉に積極的にかかわり、人として
あるべき姿、つながる大切さ、家族、友人、そして世界中の人とのコミュニケーションが大切だと感じま
した。今回はクラブ間の交流により参加させていただきました、貴クラブの益々のご発展をご祈念いたし
まして、感想とさせていただきます。

　かみのやま温泉の歴史は古く、1458年（長禄２年）に旅の僧・月秀が、沼地に湧く湯に一羽の鶴が脛
を浸し、傷が癒えて飛び去る姿を見かけたのがはじまりと言われています（鶴脛温泉の由来）。羽州街道
沿いの温泉町として栄えてきた歴史があり、時を経た今も城下町だった頃の面影を残し、宿場町の情緒が
町いっぱいに漂っており、歩くのが楽しみな町です。
《クアオルトとは？》
　「クアオルト（kurort）」は、ドイツ語で長期滞在型の「療養地・健康保養地」を指す言葉です。上山市
では、自然の地形を活用し野山を歩く「気候性地形療法」を定着させ、生活習慣病の予防や改善に効果を
上げる試みがなされています。実際、地元医療機関と連携をとり、気候性地形療法を取り入れたウォーキ
ングの医科学的な検証を行ったところ、持久力の向上、HDLコレステロールの上昇、中性脂肪の低下な
どの効果が実証されています。また、「上山市温泉クアオルト協議会」を組織し、平成22年春から本格的
に各種ウォーキングプログラムを実施し、温泉とともに地域資源を生かしたクアオルト事業を展開してい
るところです。今後も日本型温泉クアオルトの確立にむけて、健康と観光が連携しながら医産学官民一体
となった新たな試みが進行中です。
　軽い運動は、健康づくりの一環として推奨されるところです。そして、これを継続することこそ重要と
いえます。それでは、健康維持のための運動を長く続けるにはどうしたらよいでしょう。それは“ラク”
に“楽しく”そして“気楽”にできることに取り組むのが理想でしょう。これはまさに「気候性地形療法

第１Ｒ２Ｚ山形アルカディアライオンズクラブ所属2014～2015　幹事　Ｌ．山下　里美

第１Ｒ１Ｚ上山ライオンズクラブ　Ｌ．井上　睦夫
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《上山型クアオルト“健康ウォーキング”》

ウォーキング」です。
　私たち上山ライオンズクラブでも、健康を軸としたまちづくり
の取り組みに共感し、「上山型温泉クアオルト事業」に協力をし
てきました。具体的には葉山コースの整備です。作業内容は、
コースにウッドチップを敷きつめたり、新コース整備においては
道を開拓しました。コース途中の仕掛けとして、あたたまった体
を冷やすためのポンプ（クナイプ式水療法）、大空を仰ぐことが
できるような巨大な石のベッド、さらには杉の木にピーンと背中
を伸ばす所には張り出しデッキを設置しました。これらは、利用
者の健康ならびにウォーキングに対するモチベーションの維持に
成果を上げています。一方西山コースでは、コース入り口に案内
板を設置しました。また、平成23年より上山あららぎライオン
ズクラブさんとの共同事業で、草刈りによるコース整備事業を
やっています。
　本年10月には、葉山コースにブルーベリー園も新設しまし
た。クアオルトコースを歩くことで健康増進を実現し、さらにガ
イドブックには載っていない上山の魅力をより深く理解できる機
会となっています。是非、みなさんも気軽に上山型クアオルトに
参加してみてください。








